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※母と子の保健事業は、スペースの都合上カレンダ－のみの掲載とさせていただきます。

Kagamiishi NEWS

無事故を願い玉串を奉奠する井土川会長　１月８日㈰鹿島神社において、平成 29年町交通安全祈願祭が町交通安全協会（井土川好髙会長）主催により開催され、関係者約 40人が参列し、１年間の無事故を祈願しました。　鹿島神社宮司により神事が執り行われ、玉串奉奠では井土川会長をはじめ、各関係団体の代表者が神前に玉串を納めました。井土川会長から「交通事故件数については減少しておりますが、悲惨な死亡事故が２件発生してしまいました。事故ゼロを目指し気を引き締めて参りたい」と挨拶がありました。

遠藤町長に受章の報告に訪れた円谷氏（右）

　１月４日㈭鏡石舘で、平成 30 年年賀交歓会が開催され、
関係者 123人が参加しました。
　会では、参加者全員で唱歌「牧場の朝」を斉唱し、主催者
として遠藤町長から、参加者代表として渡辺定己町議会議長、
斎藤健治県議会議員などから挨拶がありました。その後、特
別純米酒「鏡の雫」の酒樽で鏡開きが行われ、出席者は年頭
のあいさつを交わし新年を祝いました。

年賀交歓会
年を祝い新

新年を祝って特別純米酒「鏡の雫」で鏡開き

　町上下水道事業運営審議会（面川正彦会長）は１月 17日
㈬、町の水道事業の現状と将来の見通しや水道事業の運営
に関する方向性及び施策推進など経営上の事業計画を示す
「新水道ビジョン」（平成 30年度～平成 39年度）策定に向
けた意見・要望をまとめた答申書を遠藤町長に手渡しました。
　審議会は、学識経験者、水道使用者、公共下水道使用者
等で構成され、答申では、「基本水量など慎重な単価設定を」
「建設コストの調査研究」が意見として付されました。

上下水道事業運営審議会答申式
定的な水資源の確保・供給を安

遠藤町長に答申書を手渡す面川会長

　1月 17日㈬、東北旭紙業株式会社の社員の皆さんにより、
敷地周辺のごみ拾い活動が行われました。
　同社では、地域貢献活動の一環として、ごみ拾い活動を
毎月２回程度行っています。担当の瀬谷さんは「当社周辺
の道路はとても交通量が多く、空き缶などのポイ捨てが多
くなっています。私たちの活動により、少しでもポイ捨て
が減り、地域貢献につながればと思っています。」と話して
いました。ごみ拾いを行う社員の皆さん

東北旭紙業㈱がごみ拾い活動
域貢献の一助として地

　１月４日㈭町営鳥見山体育館で、平成 30年鏡石町消防団
出初式が実施され、消防団員や女性消防隊員など、関係者約
120人が参加しました。
　式では、１年以上無火災であった７つの分団の表彰が行わ
れたほか、小林勇雄団長による訓示、遠藤町長による通常点
検が行われました。
　式終了後には、消防車両により町内一円を巡回する防火パ
レードが行われ、今年１年間の無火災を呼びかけました。通常点検をする遠藤町長
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無事に成人式を迎えることが
でき、今までお世話になった
方々に感謝の気持ちでいっぱい
です。これからは、自分の未熟
さを自覚し、たくさんの事を吸
収して、視野を広く持った大人
になれるように努力していきま
す。

１月生まれの私にとってまさ
に成人となるこの日を迎え、こ
れまで育ててくれた両親に尊敬
の念を抱くと共に、すべての
人々に改めて感謝します。新た
な門出に際し、これまでの恩返
しを心に誓い、一意専心精進を
重ねていきたいと思います。

本日の成人式を、こうして元
気に迎えることができ大変嬉し
く思います。これまで支えてく
ださったすべての方々に心より
感謝します。一人の社会人とし
ての自覚と責任を持ち、地域、
社会のために少しでも貢献でき
るような人間になりたいです。

たくさんの方々の御支援のも
と、無事成人を迎えることがで
き、とても感謝しています。
新成人として、勤勉に励み、
日々の努力を惜しまず教養を高
め、社会に貢献できるよう精進
していきたいと思います。
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